
No.10 平成 19 年
2007

新年号

『
猪
年
』  

猪ち
ょ
と
つ
も
う
し
ん

突
猛
進
に
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

元日の空に雲のすき間から顔をのぞかせた太陽（針尾公園にて）



　

顧
み
ま
す
と
、
長
島
は
、
戦
後
60

年
の
間
に
劇
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し

た
。産
業
振
興
の
基
盤
で
あ
る
道
路
、

港
湾
、
耕
地
の
整
備
、
上
水
道
、
か

ん
が
い
用
水
の
発
達
、
医
療
・
保
健

衛
生
の
充
実
、
教
育
・
文
化
の
発
達

等
そ
の
変
貌
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
黒
之
瀬

戸
大
橋
や
伊
唐
大
橋
の
開
通
は
、
長

島
本
島
や
伊
唐
島
を
離
島
か
ら
半
島

へ
と
変
え
、
島
民
に
生
活
の
利
便
性

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
人
的
な
交

流
や
産
業
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
当
地
域
は
、

全
線
開
通
が
間
近
と
な
っ
た
新
幹
線

を
は
じ
め
と
し
て
三
県
架
橋
、
地
域

高
規
格
道
路
、
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
な
ど
九
州
西
岸
軸
構
想
と
い
う

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て

お
り
、
人
と
物
の
交
流
、
産
業
や
観

光
の
振
興
、
生
活
基
盤
の
拡
充
と
い

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
４
月
か
ら
新
し
い
長

島
町
の
町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
平
素
、
皆
さ
ま
方
に
は
町
行
政

に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
、
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

長
島
は
、
こ
れ
ま
で
東
町
と
長
島

町
の
２
つ
の
行
政
区
に
分
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治

体
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
と
き
、
日

常
生
活
圏
の
拡
大
、
地
方
分
権
の
推

進
、
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
国
・

地
方
を
通
じ
た
財
政
の
悪
化
等
、
地

方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
合
併
す
る
こ
と
が
最

善
の
道
で
あ
る
と
信
じ
、
平
成
18
年

３
月
20
日
、
新
「
長
島
町
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

う
観
点
か
ら
、
飛
躍
的
な
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
や
当
地
域
が
こ
う
し
た
発
展

を
し
て
き
た
の
は
偏
に
先
人
の
努
力

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
先
輩
の

方
々
に
対
し
、
深
湛
な
る
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
19
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
た
ち
が
営
々

と
築
い
て
き
た
故
郷
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、「
人
と
産
業
が
躍
動
す
る
元

気
な
町　

長
島
」
に
す
る
た
め
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、
旧
町

間
の
融
和
を
図
る
と
と
も
に
本
町
の

特
性
で
あ
る
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
農
業
、
漁
業
を
中
心
と
し
て
、
新

し
い
視
点
に
立
っ
た
観
光
の
創
設

等
産
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
き
め
細
や
か
な
福
祉
の
充
実
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
ま

ず
は
本
年
４
月
１
日
に
、
県
か
ら
の

権
限
委
譲
に
よ
り
福
祉
事
務
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
。
九
州
の
町
村
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
迅
速
で
丁

寧
な
福
祉
行
政
を
進
め
る
べ
く
準
備

を
い
た
し
ま
す
。

　
「
夢
と
活
力
が
あ
り
、
住
民
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
実
現

に
向
け
て
町
民
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
へ
の
決
意
と
、
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

長島町長

 

人と産業が躍動する元気なまちづくり
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
皆
さ
ま
と

と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

就
任
以
来
、
町
政
の
進
展
と
円
滑

な
る
議
会
運
営
に
微
力
な
が
ら
努
め

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
ご

指
導
や
ご
厚
情
に
対
し
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
政
府
が
提
唱
し
て

い
る
構
造
改
革
の
３
本
の
柱
で
あ
る

三
位
一
体
の
改
革
、
政
府
金
融
機
関

改
革
、
医
療
制
度
改
革
が
大
き
く
揺

れ
動
い
た
年
で
あ
り
、
ま
た
、
長
引

く
景
気
低
迷
や
少
子
高
齢
化
が
続
き

市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
誠
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
18

年
は
町
村
合
併
に
よ
り
ま
し
て
新
し

い
「
長
島
町
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
人
口

約
１
万
２
０
０
０
人
の
将
来
へ
の
明

る
い
展
望
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、

新
町
に
対
す
る
町
民
の
期
待
に
お
応

え
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

本
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
お

り
活
発
な
政
治
展
開
は
も
と
よ
り
議

会
の
活
発
化
に
向
け
た
調
査
、
各
種

研
修
事
業
へ
の
参
加
な
ど
議
員
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
よ
り
機
能
を
強

化
し
て
町
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
生
か
し
長

島
町
の
将
来
を
見
据
え
た
地
場
産
業

の
発
展
に
努
め
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
や
商
工
業
も
含
め
た
町

づ
く
り
推
進
の
た
め
町
民
の
皆
さ
ま

方
と
一
緒
に
な
っ
て
邁
進
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
執
行
部
と
十
分
な
意
思
疎
通
を

図
り
な
が
ら
町
民
の
福
祉
の
向
上
と

町
勢
発
展
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
町
民
の
皆
さ
ま

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

活
発
な
議
会
活
動
の
展
開
を長島町議会議長

上空から望む長島町の全景
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源かん養ミニダム整備事業）
集中豪雨による林道災害の復旧工事
（長島中央線１号・２号・倉三線）

【耕地課】
県営事業の負担金
（県営中山間総合農地防災事業  浦底地区・
畑地帯総合整備事業  蔵之元地区・県営中
山間地域総合整備事業  東南部）
農業用施設等の災害復旧費
（伊唐ほか 25 件）

【水産商工課】
県営事業の負担金
（茅屋漁港・葛輪漁港・薄井漁港）

【建設課】
町道の維持管理費
（城川内仁田原線流末整備工事・指江米山
線路肩補修工事・広野春木ヶ岡線排水路工
事・平尾蔵之元線排水工事・鷹巣三船線排

8,602

61,422

27,182

54,713

4,100

水工事・黒崎港線補修）
県営事業の負担金
（長島宮之浦港線・平尾川床線）
町道の新設改良費
（整備中の町道の工事費などの増減）
県営事業の負担金
（池田川）
県営事業の負担金
（指江港・瀬戸港）
町道の災害復旧費
（平尾蔵之元線）
河川の災害復旧費
（温之浦川ほか 12 河川）

【教育委員会教育総務課】
教職員住宅の修繕
（獅子島小校長住宅・幣串小教頭住宅）

【水道課（事業推進課水道係含む）】
鷹巣水源施設工事流量計および水位計の増
設

6,500

2,273

950

44,580

8,607

14,062

500

3,000

まちづくり基金などに
４億９１６万２０００円を追加

一般会計予算の総額は９０億４８８１万４０００円

平成 18年度一般会計補正予算

特集◎議会

▽ ▽ ▽

何が決まったの

　

平
成
18
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
12
月
15
日
か
ら
25
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
４
億
９
１
６
万
２
０

０
０
円
追
加
、
総
額
90
億
４
８
８
１

万
４
０
０
０
円
）
や
福
祉
事
務
所
設

置
条
例
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改

正
、
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
の
議
案
を
可
決
し
、
長

島
町
固
定
資
産
評
価
員
に
川

鐵
夫

助
役
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
基
金
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用

し
、
本
年
度
か
ら
毎
年
２
億
円
を
５

年
間
、
計
10
億
円
積
み
立
て
ま
す
。

　

町
民
の
き
め
細
か
な
福
祉
の
窓
口

と
し
て
設
置
さ
れ
る
福
祉
事
務
所

は
、
平
成
19
年
４
月
に
開
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

追
加
し
た
予
算
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
各
課
別
に
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
第
３
回
町
議
会
定
例
会

ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例

福
祉
事
務
所
設
置
条
例
を
制
定

単位：千円
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【総務課】
防災行政無線の屋外拡声子局を移設
（脇崎地区）
県議会議員選挙費

【企画財政課】
合併特例債を活用した基金の創設
（まちづくり基金）
離島航路３社の欠損額に対する補助
（波戸汽船・山坂汽船・水俣高速船）

【町民福祉課】
福祉事務所設置に伴う費用
（平成 19 年度開設）
身体障害者の支援費
（身体障害者が施設に入所し、訓練や生
活指導を行うこと、在宅の身体障害者が
ショートステイ、デイサービスなどを利用
することへの支援）
精神障害者の支援費
（精神障害者が施設に入所し、訓練や生

1,325

3,113

200,000

21,332

4,356

2,400

1,200

活指導を行うこと、在宅の精神障害者が
ショートステイ、デイサービスなどを利用
することへの支援）
障害者の地域生活の支援
（障害者・障害児への相談、日常生活用具
給付、移動支援など）
途中入所による保育所児童措置費

【保健衛生課】
乳幼児医療費制度改正に伴うシステム改修
水俣病総合対策医療事業等の事務委託
（対象者調べ・月報帳票出力など）
葬祭費不足が見込まれるための増額（国保）
介護保険制度改正に伴うシステム改修

【農林課】
保安林改良事業における風倒木処理の運搬
費
林業振興に伴う負担金
（林道台帳・県営事業・機能回復整備事業・
林地荒廃防止事業・予防治山事業・県単水

1,491

2,700

977
1,666

1,020
1,268

1,620
1,923

特別会計予算を含む

○福祉事務所とは
　福祉事務所は「社会福祉法」に基づいて設置される行政機関です。都道府県や
市には設置が義務付けられていますが、町村は任意で設置することができます。
　九州内の町では初設置となる本町の福祉事務所は、福祉業務の第一線のサービ
ス機関として、地域住民の福祉向上のため、町役場などと連絡を取り合いながら、
いろいろな相談や指導にあたります。主に生活保護や児童福祉などの業務を行っ
ていきます。

本
年
４
月
ス
タ
ー
ト

事務 事務の概要
生活保護 保護の決定、実施など

児童福祉
助産施設および母子生活支援施設（母子寮）への入所措置。

児童の福祉についての相談など
母子および寡婦福祉 母子および寡婦の福祉に関する相談・指導など

児童扶養手当
離婚などにより、父がいない母子家庭などの生活の安定

を図るために支給する児童扶養手当の認定と支給

特別児童扶養手当

日常生活において、常時介護を必要とする状態にある在

宅の 20歳以下の重度障害児に、その福祉の向上を図るた

めに支給する障害児福祉手当の認定と支給。所得保障の

一環として支給する特別障害者手当の認定と支給

配偶者からの暴力の

防止および被害者の

保護

配偶者からの暴力被害者にとっての最初の窓口として相

談に応じ、緊急性や問題の内容に応じて指導、または関

係機関の紹介および連絡調整を行うとともに、自立に向

けた支援や問題解決を図る

『
長
島
町
福
祉
事
務
所
』

◇福祉事務所の業務内容
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平
成
19
年
４
月
か
ら

上
下
水
道
使
用
料
金
を
統
一

　

現
在
、
簡
易
水
道
お
よ
び
び
集
落
排
水
施
設

使
用
料
金
は
、
旧
町
の
算
出
方
法
に
よ
り
別
々

に
計
算
し
、
料
金
に
も
差
異
が
生
じ
て
い
る
状

況
で
す
。
合
併
前
の
協
議
会
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
使
用
料
金
を
合
併
後
１
年
を
目
途
に
統

合
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
10
月
に
町
長
の
諮
問
を
受

け
、
長
島
町
上
下
水
道
料
金
審
議
委
員
会
を
発

足
し
、
使
用
料
金
の
統
一
に
向
け
て
審
議
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
簡
易
水
道
使
用
料
金
は
、
口
径

毎
の
基
本
料
金
と
従
量
料
金
を
加
算
し
て
い
く

旧
東
町
の
方
式
で
算
出
。
給
水
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
旧
長
島
町
の
金
額
を
採
用
し
ま
す
。
集

落
排
水
施
設
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
基
本
料

金
（
定
額
）
と
従
量
料
金
を
加
算
す
る
旧
東
町

方
式
で
算
出
。
さ
ら
に
、
旧
長
島
町
地
域
に
お

け
る
浄
化
槽
（
町
管
理
分
）
に
つ
い
て
は
、
人

槽
別
に
よ
る
従
来
の
使
用
料
金
と
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
審
議
会
の
結
果
は
、
昨

年
11
月
17
日
、
審
議
会
の
委
員
長
か
ら
町
長
に

対
し
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
答
申
内
容
に
基
づ
き
、
今
回

の
定
例
会
に
条
例
の
一
部
改
正
等
を
提
案
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
平
成
19

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
口
径
ご
と

の
料
金
表
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
各
戸
に
配
付

す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
道
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
３
０
〜
２
１
３
３

５
年
間
で
10
億
の
資
金
を
積
み
立
て

合
併
特
例
債
に
よ
る

基
金
の
積
み
立
て

　

合
併
特
例
債
は
、
合
併
市

町
村
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
事
業
の
う
ち
、
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
経
費
に
つ
い

て
、
合
併
後
10
カ
年
度
に
限

り
、
そ
の
財
源
と
し
て
借
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
お
金

で
す
。

　

例
え
ば
、
一
つ
の
事
業
を

行
う
と
き
、
費
用
の
お
お
む

ね
95
％
に
合
併
特
例
債
を
充

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
金
額
の
70
％
は
国

が
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
す
。

　

長
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
金

は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

基
金
と
は

　

地
方
公
共
団
体
が
特
定
の

目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持

し
、
資
金
を
積
み
立
て
る
こ

と
。
ま
た
は
定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
た
財

産
の
こ
と
で
す
。

　町民の連帯強化と協働のまちづくりを推進し、地域の振興を図るため、合併特例債を利
用し、本年度から毎年２億円を５年間積み立て、合計 10億円の基金を設置します。
　設置された基金の名称は、合併後の本町のまちづくりを推進する資金ということで「長
島町まちづくり基金」に決定しました。

『
長
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
』

◎実際に町が持ち出すお金（一般財源）は、（Ａ -Ｂ）＝ 3億 143 万円となる
◎ 3億 143 万円の町のお金（一般財源）で、10億 7446 万円の預金ができる

預金

長島町
まちづくり基金
10 億円

利息  7446 万円

10 億円預け入れ
（0.6％  ５年預け入れ  ５年後見直し方式）

Ｂ

預
金
＋
利
息  

10
億
７
４
４
６
万
円

（合併特例債に充てられなかった分）
一般財源  5000 万円

一般財源
3億 2589 万円

国からの交付金
7億 6042 万円

町が持ち出すお金
3億 7589 万円

借金
9 億 5000 万円借り入れ
（返却年数10年  うち据置３年  金利 2.15％）

（国が面倒を見てくれ
るお金）

Ａ

元
金
＋
利
子  

10
億
８
６
３
１
万
円

元利償還金の 70％
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↑現在、定員３３５人の消防団

消
防
団
員
の
定
員
を
削
減

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
は
、
阿
久
根
市
に
本

部
が
あ
り
、
町
内
に
分
遣
所
を
２
カ
所
設
置
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
長
島
町
消
防
団
は
１
つ

の
本
部
と
11
の
分
団
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
部
は
鷹
巣
に
あ
り
、
各
分
団
は
お
お
む
ね

大
字
ご
と
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
消
防

団
員
の
定
員
は
３
３
５
人
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
消
防
団
は
、
合
併
前
の
旧
２
町

の
組
織
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
た
た
め
、

今
回
の
定
例
会
に
長
島
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、
平
成
19
年
４
月

１
日
か
ら
消
防
団
員
の
定
員
を
２
９
５
人
に
削

減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

定
員
の
削
減
と
同
時
に
、
団
員
に
支
払
わ
れ

る
費
用
弁
償
の
一
部
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改

め
ら
れ
た
の
は
、
訓
練
警
戒
、
出
会
、
特
別
訓

練
へ
の
費
用
弁
償
で
、
こ
れ
ま
で
１
日
５
２
０

０
円
だ
っ
た
も
の
が
４
７
０
０
円
に
な
り
ま
し

た
。

乳幼児医療助成制度の助成方法が変わります乳幼児医療助成制度の助成方法が変わります
３月か

ら
　これまでの乳幼児医療費助成制度の助成申請は、役場への申請書の提出が必
要でしたが、今回の定例会で乳幼児医療助成制度の一部を改正する条例が可決
されたことにより、助成方法が「自動償還方式」に変わりました。

　乳幼児が病院や診療所で受診した場合の助成を受ける手続きが簡素化されます。自動償還方式

◎
現
在
、
資
格
者
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
も
、
新
た
に
登
録
が
必
要
で
す

の
で
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
１
月
末
ご
ろ
対
象
者
に
は
通
知
）

◎
医
療
機
関
で
は
、
受
診
時
に
資
格
者
証
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
助
成
金
の
振
込
は
、申
請
し
て
か
ら
最
短
で
も
２
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

◎
医
療
機
関
で
月
１
回
、「
乳
幼
児
医
療
費
自
己
負
担
額
支
払
明
細
書
個
票
」

　

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
平
成
19
年
２
月
ま
で
に
受
診
さ
れ
た
方
や
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

　

た
方
は
、
従
来
ど
お
り
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

病院・診療所

国民健康保険団体連合会

▼

受診

助成金の振込

助成金の振込

申　請

【現　行】 【３月から】
役場へ申請書を提出 医療機関で手続きは終了

月に１回「支払明細書個票」の記入

【問い合わせ先】役場保健衛生課　環境衛生係　℡ 0996-86-1111　内線 1103

▼

役　　場

乳幼児の保護者

乳幼児

役　　場
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歳入
42億 3814 万 7057 円

地方交付税
24 億 7683 万 9000 円

繰越金
4億 5455 万 822 円

町税
3億 7708 万 9534 円

国庫支出金
3億 661 万 6013 円

町債
2億 1180 万円

県支出金
1億 4892 万 8129 円

その他
2億 6232 万 3559 円

歳出
51億 9167 万 1153 円

土木費
10 億 8353 万 2314 円

民生費
7億 8941 万 5383 円

公債費
7億 3925 万 4091 円農林水産業費

7億 9万 2938 円

総務費
5億 3217 万 6972 円

教育費
4億 6882 万 7011 円

諸支出金
2億 6311 万 248 円

衛生費
1億 9519 万 9830 円

消防費
1億 6085 万 9369 円

その他
2億 5920 万 2997 円

歳入
33億 5256 万 9167 円

地方交付税
16 億 1158 万 5000 円

町税
3億 4361 万 8324 円

町債
3億 320 万円

繰入金
2億 5773 万 4655 円

国庫支出金
2億 5423 万 2633 円

その他
4億 2819 万 6588 円

県支出金
1億 5400 万 1967 円

歳出
37億 7146 万 3776 円

教育費
6億 6572 万 6615 円

民生費
6億 3261 万 8555 円

農林水産業費
5億 7968 万 4808 円

土木費
4億 5595 万 8160 円

公債費
4億 5582 万 2520 円

総務費
4億 1698 万 9248 円

衛生費
2億 8644 万 5353 円

消防費
1億 3868 万 2269 円

その他
1億 3953 万 6248 円

歳入
21億 9969 万 1325 円

町債
9億 2490 万円

県支出金
5億 464 万 1387 円

国庫支出金
4億 606 万 8662 円

繰入金
2億 5000 万円

その他
1億 1408 万 1276 円

【旧東町】【旧長島町】

まちの家計簿

（平成 17年 4月１日～平成 18年 3月 19日） （平成 17年 4月１日～平成 18年 3月 19日）

平成 17年度決算報告（一般会計）

平
成
17
年
度
は
、
市

町
村
合
併
に
よ
り
平

成
18
年
３
月
20
日
に

新
「
長
島
町
」
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

旧
町
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
し

い
財
政
環
境
の
も
と

で
総
合
振
興
計
画
に

基
づ
い
て
各
種
施
策

の
推
進
を
図
り
ま
し

た
。

　

旧
町
の
決
算
は
３

月
19
日
で
打
ち
切
り

決
算
と
な
り
、
収
支

赤
字
と
な
る
会
計
は

一
時
借
入
金
等
を
歳

入
不
足
額
に
充
て
ま

し
た
。

　

旧
町
・
新
町
の
会

計
ご
と
の
決
算
状
況

は
次
の
と
お
り
で

す
。
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歳入
21億 9969 万 1325 円

町債
9億 2490 万円

県支出金
5億 464 万 1387 円

国庫支出金
4億 606 万 8662 円

繰入金
2億 5000 万円

その他
1億 1408 万 1276 円

歳出
21億 119 万 6573 円

諸支出金
13 億 7241 万 8705 円

公債費
3億 5918 万 4282 円

総務費
1億 5066 万 7987 円

農林水産業費
1億 1582 万 513 円

その他
1億 310 万 5086 円

【新長島町】
（平成 18年 3月 20日～ 3月 31日）

公表し
ます

行政用語の解説
■歳入
会計年度における地方自治体等
の収入
■歳出
会計年度における地方自治体等
の支出
■地方交付税
国に納めていただいた税金を一
定の基準により国から交付され
る税
■町税
町民税、固定資産税など町民の
皆さんが納める税金
■繰越金
前年度から本年度へ持ち越した
お金
■繰入金
町の基金などから繰り入れたお
金
■国庫・県支出金
各種事業に対する国・県から交
付される補助金
■町債
町が借り入れたお金
■総務費
全般的な管理事務、企画調整事
務、財政事務、選挙事務などの
経費
■民生費
社会福祉、身体障害者、高齢者、
児童福祉などの経費
■衛生費
保健事業、感染症予防、廃棄物
処理などの経費
■農林水産業費
農・林・漁業振興対策の経費
■土木費
道路、橋りょう、河川、港湾、
公営住宅などの経費
■消防費
消火、防災防除、災害時被害軽
減などの経費
■教育費
教育委員会、小・中学校、社会
教育などの経費
■公債費
事業を行うために借り入れたお
金の償還金
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行政改革の取り組みと改革の内容

１  事務事業の見直し
①既存事業の整理合理化
全庁的な事務事業について精査し、
廃止を含め整理統合を推進
②行政評価システムの導入
事務事業の成果・費用対効果等を評
価するシステムを導入し課題を把
握。事務事業の継続的な見直しに活
用
③投資的経費の見直し
臨時的な災害関連経費を除き、年間
総額を定める
④電子自治体の構築
ＬＡＮ・文書管理システムを活用し
て事務処理の効率化を図る。住民の
申請業務等は、インターネットを活
用したシステムの構築を推進
⑤公共工事の入札・契約の適正化
入札・執行業務の一元化を図り、契
約業務の適正化を推進
⑥委員会・審議会の見直し
町主体による内容の類似したものか
ら統廃合を推進
⑦議会・農業委員会の定数の見直し
類似団体、近隣市町等を参考に、行
財政規模に応じた定数に削減するこ
とを要望

２  民間委託等の推進
①指定管理者制度の導入
指定管理者制度の導入できなかった
施設について積極的導入の推進
②ＰＦＩ手法の検討
民間の資金力・経営能力・技術的能
力を活用（ＰＦＩ）した効率的かつ
効果的な公共サービスの提供

③ＮＰＯの育成と協働
非営利活動を実践する民間団体（Ｎ
ＰＯ）の育成と、行政とＮＰＯの特
長を生かした協働を推進

３  組織・機構の見直し
①組織・機構の見直し
わかりやすく、利用しやすい組織・
機構の構築。分庁方式による庁舎利
用の機能を、本庁・支所方式へ移行
②消防組織の再編
常備消防の組織体制（分遣所の統合
等）の充実と非常備消防団組織の見
直し
③男女共同参画社会の実現
各種委員会・審議会等への女性委員
の積極的な登用
④行政連絡員の再編
自治公民館の合併支援と行政連絡員
数の縮小
⑤幼稚園の見直し
幼稚園の民間移譲の推進
⑥小中学校の統廃合
複式学級の解消を原則として、児童・
生徒への教育的配慮を考慮のうえ取
り組む

４  定員管理・給与等の適正化
①定員管理の適正化
定員管理適正化計画を策定し、職員
数の適正化を図る
②給与の適正化・手当の見直し
職員の給与水準の適正化に努め、人
件費の抑制を図る
③定員管理・給与適正化の公表
町広報・インターネットによる公表
④特別職・議員報酬の見直し
特別職報酬審議会に諮り見直し

５  経費節減・財政運営の健全化
①自主財源の確保および使用料・手
数料の見直し
町税の収納率の向上に積極的に取り
組み、使用料・手数料については、
見直しを進め、歳入の確保に努める
②補助金・負担金の見直し
補助金等の交付の見直し基準を策定
し、整理・廃止・削減・統合等の見
直しを図る
③財政健全化計画の策定
長期的な財政シミュレーションを策
定し、地方債借入れについては、災
害特別分を除き、当該年度の元金償
還金内とする。起債計画を策定し起
債制限に関する規制を設ける
④財産処分と基金造成
財産の適正かつ効率的な活用に努
め、未利用地など処分可能な財産は
売却。合併特例債等による基金造成

６  公社・公営企業等の経営健全化
①公社・公営企業の経営健全化
サービス向上と運営の効率化を図る
とともに、自主的な管理運営を推進
②第３セクター事業の見直し
監査体制を強化し、点検評価の充実・
強化を図り、統廃合・民間譲渡・完
全民営化を含めた既存法人の見直し
を積極的に推進

７  能力開発等の人材育成
①職員の意識改革
町民のニーズに柔軟な発想で対応で
きるような意識改革を図る
②地方分権時代に適応する人材育成
幅広い視野と先見性、変化への適応
力を備えた職員の育成

　

少
子
高
齢
化
の
到
来
や
住
民
ニ
ー

ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
な
ど
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、
地
方
公

共
団
体
は
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
昨
年
３
月
合
併
し
た
本
町
に

お
い
て
も
、
行
財
政
運
営
の
一
層
の

簡
素
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
行
政
改
革

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
昨
年
10
月
26
日

付
け
で
長
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
に
「
長
島
町
行
政
改
革
大
綱
」
の

策
定
等
の
諮
問
を
し
、
12
月
６
日
、

同
委
員
会
か
ら
答
申
が
な
さ
れ
、
答

申
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。　

　

夢
と
活
力
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
作
成
さ

れ
た
「
長
島
町
行
政
改
革
大
綱
」
の

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
の
基
本
方
針

①
行
政
運
営
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化

に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

②
健
全
な
財
政
運
営
の
確
立

③
町
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

行
政
改
革
の
計
画
期
間

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で

の
５
年
間

行財政運営の簡素化・効率化を

長
島
町
行
政
改
革
大
綱
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町
長
動
静　

12
月

３
日　

新
「
長
島
町
」
誕
生
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

６
日　

長
島
町
行
政
改
革
委
員
会
答
申

（
長
島
町
役
場
）

７
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事

　
　
　

会　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

８
日　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
理

　
　
　

事
会　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

11
日　

県
市
町
村
共
済
組
合
議
員
会
議

（
鹿
児
島
市
）

12
日　

口
之
福
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
　
　

タ
ー
起
工
式　
　
　
（
藤
之
元
）

　
　
　

長
島
町
民
生
委
員
推
薦
委
員
会

（
長
島
町
役
場
）

14
日　

出
水
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協

　
　
　

議
会

（
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

消
防
組
合
出
水
支
部
総
会

（
出
水
市
）

15
〜
25
日　

定
例
議
会（

長
島
町
役
場
）

21
日　

離
島
振
興
関
係
陳
情（

東
京
都
）

26
日　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会

（
阿
久
根
市
）

　
　
　

国
民
保
護
協
議
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

27
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

（
出
水
市
）

28
日　

仕
事
納
め
式　
　
（
指
江
庁
舎
・

　
　
　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
や
い
じ
め
問

題
が
全
国
的
な
社
会
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

本
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
す

べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
で

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
な

い
か
、
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
こ
れ

ま
で
の
取
組
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
再
点
検
を
し
ま

し
た
。
現
在
、
長
期
に
わ
た
る
陰
湿

な
い
じ
め
や
自
殺
に
つ
な
が
る
よ
う

な
深
刻
な
い
じ
め
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
も
「
い
じ
め
は
、
ど

の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校
に
も
起

こ
り
得
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
注
意
深
く
観
察
し
、
悩
み
に
親
身

に
な
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
い
じ
め
や
命
に
関
す

る
授
業
が
町
内
す
べ
て
の
学
校
で
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
い
じ
め
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
い
じ
め
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
を
学

習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
が
い

じ
め
問
題
に
関
す
る
ビ
デ
オ
を
作
成

し
、
生
徒
集
会
で
発
表
す
る
と
い
う

自
主
的
な
取
組
も
行
っ
た
学
校
も
あ

り
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
は
、
学
校

だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
に
お
い

て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
や
行
動

を
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
学
校
へ
情
報
を
提
供
し
た

り
、
相
談
し
た
り
し
て
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学校、家庭、地域が一体となって い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

←生徒会がビデオを作成し集会で発表
（平尾中）

　現行の「し尿収集運搬料金」は、平成９年７月に 18 ℓ当たり 124
円（税抜き）に改正されてから９年を経過しています。近年、人件費
の上昇や燃料費の高騰等により、し尿収集運搬コストが上昇している
ため、平成19年２月から18ℓ当たり160円（税抜き）に改正されます。
　町民の皆さんのご理解をお願いします。

【問い合わせ先】役場保健衛生課　℡ 0996-86-1111　内線 1103

現行   18 ℓ当たり１２４円（税抜き）　⇒　平成 19年２月１日から   18 ℓ当たり１６０円（税抜き）

２月から
し尿収集運搬料金が変わります

し尿処理運搬料金　
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平
成
19
年
度
町
県
民
税
の
申
告

　

今
年
も
町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
平
成
18
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
の

年
間
所
得
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

申
告
の
際
に
は
、
収
入
や
経
費
を

証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
準
備
方
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

１ 

印
鑑

２ 

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払

証
明
書
、
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

※
大
工
、
左
官
業
な
ど
で
給
与
（
賃

金
）
の
支
払
証
明
書
の
な
い
方
は
仕

事
に
出
た
日
数
と
金
額
が
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

収
入
お
よ
び
必
要
経
費
を
証
明

す
る
書
類

※
出
荷
（
水
揚
げ
）
証
明
書
等
と
必

要
経
費
の
領
収
書
、
償
却
資
産
の
証

明
書
等

４　

医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の

証
明
書

５　

身
体
障
害
者
手
帳
等

（
注
）
畜
産
業
で
肉
用
牛
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
別
途
申
告
日
程
表
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
各
公
民
館
で
の

申
告
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
税
務
課　

町
県
民
税
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
１
２
３

町県民税の申告は

平成19年２月１日（木）から 14日（水）まで
必
要
書
類
は

事
前
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

申告・各種説明会の日程

日　　　　　　時 場　　　所 対象地域

消費税申告書の

書き方説明会
　1月 16 日 ( 火）10 時～と　13 時 30 分～の 2回 阿久根市中央公民館

長　島　町

阿久根市

青色決算説明会 　1月 24 日 ( 水）　13 時 30 分～ 東町商工会館 長　島　町

年金所得者説明会 　1月 29 日 ( 月）10 時～と　13 時 30 分～の 2回 長島町開発総合センター 長　島　町

確定申告 　2月 16 日（金）～ 3月 15 日 ( 木） 出水税務署 全　市　町

確定申告受付

　2月 21 日 ( 水）～ 28 日 ( 水）

　昨年同様に対象地区ごとに受付

　( 後日一覧表を配布します）

長島町開発総合センター 旧　東　町

確定申告受付
　2月 21 日 ( 水）～ 28 日 ( 水）

　今回まで相談日程文書を発送します
指江庁舎大会議室 旧 長 島 町

住民税申告
　2月 1日 ( 木）～ 2月 14 日 ( 水 )

　（後日一覧表を配布します）
各公民館 長　島　町
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給　与 税源移譲前（単位：円）
所得税 住民税 合　計

３００万円 124,000 64,500 188,500 
５００万円 258,000 163,000 421,000 
７００万円 474,000 307,000 781,000 

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合　計
62,000 126,500 188,500 
160,500 260,500 421,000 
376,500 404,500 781,000 

負　担
増減額
０円
０円
０円

給　与 税源移譲前（単位：円）
所得税 住民税 合　計

３００万円 0 9,000 9,000 
５００万円 119,000 76,000 195,000 
７００万円 263,000 196,000 459,000 

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合　計

0 9,000 9,000 
59,500 135,500 195,000 
165,500 293,500 459,000 

負　担
増減額
０円
０円
０円

Ｑ　どうして変わるの？
Ａ　「地方でできることは地方で」という国の方針のもと進められている三位一体改革。地方
　　団体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政サービスを自らの責任で、
　　より効率的に行えるよう国税から地方税へ、税そのものの形で３兆円の税源移譲をするこ
　　とになりました。 

Ｑ　どう変わるの？       

Ａ　住民税所得割の税率は、従来 3段階の超過累進構造になっていました。これを所得の多
　　い少ないに関らず、一律 10％の比例税率構造にすることになりました。これによって、　
　　高額所得者の多い地域に税収が集中することなく税源移譲が可能となります。（税源の偏
　　在度の縮小）
　　※この改正は、平成 19年６月徴収分から適用されます。     
  

Ｑ　税負担は増える？減る？
Ａ　ご安心ください。ほとんどの方は１月分から所得税が減り、その分６月分から住民税が
　　増えることになります。しかし、税源の移し変え替えなので、「所得税＋住民税」の負担
　　は基本的には変わりません。

★上記は税源移譲による負担変動を示すものです。 この他、平成１９年分所得税、平成１９年度分住民税か
ら定率減税が廃止されるなどの影響があることにご注意ください。

⇒
⇒

⇒
⇒

独身者の場合夫婦+子ども２人の場合（うち１人は特定扶養家族）

平成 19年度から
あなたの住民税が変わります

　平成 19年から、国の所得税の一部を地方の住民税へ移すことになりま
した。この税源移譲により、町民の皆さんが納める住民税が変わります。
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↓関西あづま会の役員の皆さん

　「第１０回関西あづま会」を次のとおり開催します。本年度も、新生長島町から多数の来
賓を迎え、郷土長島の近況などを聞きながら会員同士の親睦を深めたいと思います。
　友人、知人等をお誘い合わせのうえ、多数の方々の参加をお待ちしています。

日時：平成 19年２月４日（日）　正午～
場所：大阪市中央区本町橋２－８
　　　大阪商工会議所　６階
　　　ニューコクサイ
　　　℡ 06-6944--6525
　　　（担当：浜田支配人）

◎問い合わせ先
　関西あづま会事務局
　　　　福嵜　健雄
　　〒 569-0825
　　大阪府高槻市栄町 3-73-3
　　℡ 0726-93-5085

関西あづま会を開催します

開催期間：平成 19年１月 20 日（土）～平成 19年２月 18 日（日）
参加直売所：道の駅長島、川床ふれあいの郷、道の駅阿久根、いきいき館（阿久根）、特産館いずみ、　　
　　　　　    野田郷むらおこし屋、ふれあい館（高尾野）、つくしの里（高尾野）、山ん神（高尾野）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

川床ふれあいの郷

開催期間：平成 19年１月 20 日（土）～平成 19年２月 18 日（日）
参加直売所：道の駅長島、川床ふれあいの郷、道の駅阿久根、いきいき館（阿久根）、特産館いずみ、　　
　　　　　    野田郷むらおこし屋、ふれあい館（高尾野）、つくしの里（高尾野）、山ん神（高尾野）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

道の駅長島

出水地域直売所スタンプラリーを開催
出水地域にある直売所（９カ所）でスタンプラリーを開催します。
期間内に直売所で５００円以上お買い上げの方に１枚スタンプ台紙を配付します。参加直売所を
回ってもらい、すべてのスタンプを集めた方のなかから、抽選で素敵な景品が当たります。
景品の当選者発表は発送および直売所への張り出しをもって代えさせていただきます。

【問い合わせ先】
役場農林課　℡ 0996-86-1111　内線 2144
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

舟
べ
り
を
た
た
く
潮
波
月
冴
え
る　
　
　
　

平
山　

勝
子

竹
林
の
深
き
眠
り
に
月
冴
へ
る　
　
　
　
　

平
山　

風
鳥

雲
は
飛
び
潮
風
は
し
る
島
椿　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

年
の
暮
れ
来
た
道
た
ど
る
物
忘
れ　
　
　
　

江
口　

令
子

野
性
馬
の
生
き
る
岬
や
星
冴
へ
る　
　
　
　

大
堂　

早
苗

双
子
座
の
金
銀
冴
へ
る
海
の
上　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

茹
で
揚
げ
て
湯
気
た
ち
の
ぼ
る
わ
た
り
蟹

　
　
　

息こ
子
に
届
け
ね
ば
好
物
な
れ
ば　
　

浜
畑　

松
枝

柴
を
採
る
風
の
冷
た
き
道
の
辺
に

　
　
　

野
菊
の
花
の
侘
し
く
咲
け
り　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

切
干
の
大
根
干
し
し
夕
べ
よ
り

　
　
　

生
暖
か
き
雨
降
り
し
き
る　
　
　
　

本
田　

幸
子

年
を
経
て
手
入
の
と
ど
く
庭
園
に

　
　
　

山
茶
花
咲
き
て
去
り
が
た
く
ゐ
る　

町
田
キ
ク
エ

砥
ぎ
あ
げ
し
草
払
機
は
小
気
味
よ
く

　
　
　

朝
露
は
じ
き
草
の
倒
る
る　
　
　
　

松
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睦
子
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た
け
て
グ
ラ
ン
ド
の
桜
狂
ひ
咲
き

　
　
　

番つ
が

ひ
の
蝶
は
日
が
な
戯
る　
　
　
　

吉
田　

映
子

ち
ら
ほ
ら
と
庭
の
山
茶
花
咲
き
初
め
て

　
　
　

目
白
の
さ
さ
や
き
窓
あ
け
て
聞
く　

岩
冨
八
代
子

ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
カ
ゴ
に
買
ひ
足
し
ぬ

　
　
　

育
ち
ゆ
く
曾
孫
の
分
を
案
じ
て　
　

岩
下　

ち
え

中
空
に
絶
え
間
な
く
揺
る
る
吊
り
橋
を

　
　
　

渡
り
初そ

む
と
き
意
識
薄
ら
ぐ　
　
　

米
尾　

和
子

野
ボ
タ
ン
も
鉄
線
の
藍
も
失
せ
果
て
て

　
　
　

闇
深
み
ゆ
く
吾
の
独
り
居　
　
　
　

長
野　
　

敬

夢
覚
め
て
夜
の
し
じ
ま
に
時
雨
降
る

　
　
　

母
の
寝
息
は
安
ら
か
な
り
き　
　
　

中
山
タ
マ
エ

ぽ
つ
ぽ
つ
と
咲
き
始
め
た
る
山
茶
花
に

　
　
　

目
白
来
て
鳴
く
朝
の
静
寂
に　
　
　

浜
畑
美
代
子

生
え
し
ま
ま
動
け
ぬ
木
木
ら
運
命
の

　
　
　

ま
ま
に
ゆ
る
ま
ぬ
努
力
な
し
ゐ
ん　

波
戸
内
美
佐
保

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

一
瞬
の
風
に
な
れ佐

藤
多
佳
子  

著

松居一代の超お料理術
松居一代  著

サッカーに限界を感じた新二と、やる気のない天才スプリンター
連。とくに強豪でもない春野台高校陸上部に入部した幼なじみの
２人。それがすべての、始まりだった－。思わず胸が熱くなる、
とびきりの陸上青春小説。

お
そ
う
じ
術
、
整
理
・
収
納
術
と
続
い
た
著
者
の
家
事
シ
リ
ー
ズ

の
第
３
弾
。
幸
せ
ご
は
ん
で
運
気
を
ゲ
ッ
ト
！　

愛
情
お
弁
当
、

超
カ
ン
タ
ン
レ
シ
ピ
、
お
気
に
入
り
お
取
り
寄
せ
、
松
居
一
代
の

パ
ワ
ー
の
源
、
食
生
活
を
大
公
開
。
船
越
家
マ
ル
秘
ご
は
ん
話
も

満
載
。

今
年
こ
そ
良
い
年
あ
れ
と
願
い
た
り

　
　
　

正
し
き
心
有あ

り

え
た
り
し
や　
　
　
　

町
田　

末
則
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INFORMATION

募集

②地域貢献事業計画申請書は平成
20 年６月 30 日まで
③雇入れまでの期間は平成 20 年３
月 31 日まで
④支給申請は平成 20 年７月 31 日
まで

【申請、問い合わせ先】
（財）鹿児島県雇用支援協会
℡ 099-219-2000
FAX099-226-9991

　出水共同高等職業訓練校
　訓練生入校者の募集

　出水共同高等職業訓練校では、平
成 19 年度の入校者を募集します。
○募集訓練科名
・普通訓練課程
土木施工科　２年　年間 66 日
・短期訓練課程
１級土木施工管理技士科　８日間
２級土木施工管理技士科　８日間
○入校資格
・高校卒以上および同等の学力があ
ると認めた方
・雇用保険の加入者または労災保険
の特別加入者
○授業料
・普通訓練課程
月額 5,000 円　１期 20,000 円
年間 60,000 円
○申し込み期限
平成 19 年２月 28 日（水）

【問い合わせ先】
出水共同高等職業訓練校
℡ 0996-84-2451

　経済産業省、鹿児島県および長島町では、工業統計調査を平成 18 年
12 月 31 日現在で実施します。
　この調査は、製造業を営むすべての事業所を対象として、その活動実
態を明らかにすることを目的としています。
　調査の実施に当たっては、調査員が各事業所に伺います。なお、調査
票にご記入いただいた内容については、統計法に基づき秘密が厳守され
ますので、正確なご記入をお願いします。
【問い合わせ先】役場　企画財政課　℡ 0996-86-1111　内線 1255

　長島町教育委員会では、平成
19 年度奨学資金の予約者を次の
要領で募集します。
●奨学生の種類
◇高等学校
採用人数　若干名
貸与月額　２万円
◇大学等
採用人数　若干名
貸与月額　４万円
●応募資格
　長島町に保護者が居住し、平成
19 年４月に高等学校・大学等に

入学しようとする方、または在学
中の方
※奨学資金は、他の制度と二重に
借りることはできません。
●提出書類
・奨学金貸与申請書
・奨学生推薦調書
・連帯保証人の所得証明書
●提出期限
平成 19 年１月 31 日（水）
【提出および問い合わせ先】
長島町教育委員会　教育総務課
℡ 0996-86-1111　内線 2220

長島町奨学資金の予約者募集

　平成 19 年度長島町立学校給食センター（鷹巣学校給食センター・指
江学校給食センター）の調理運搬等業務委託業者の公募説明会を開催し
ます。
○応募資格　　　　町内の個人および法人
○業務委託の内容　学校給食の調理および各学校への搬送業務
○公募説明会　　　日時：平成 19 年１月 24 日（水）　午前 10 時～
　　　　　　　　　場所：長島町役場　指江庁舎　２階会議室
※説明会に出席される方は、平成 19 年１月 22 日（月）までに長島町
教育委員会教育総務課または各給食センターへご連絡ください。
【問い合わせ先】
長島町教育委員会　教育総務課　℡ 0996-86-1111　内線 2220
鷹巣学校給食センター　℡ 0996-86-0018
指江学校給食センター　℡ 0996-88-5213

長島町立学校給食センター
公募説明会の開催
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案内

　農業者年金で
　ゆとりある老後を　

　豊かな老後を送るために新農業者
年金に加入しましょう。農業に従事
している方であれば誰でも加入でき
ます。
　新しい農業者年金は、積立方式で、
少子・高齢化による加入者数の変化
や財政事情に左右されない安心・安
全な公的年金です。
　老後を安心して暮らせる農業者の
ための老後保障、新制度には税制面
など多くのメリットがあります。

【問い合わせ先】
長島町農業委員会事務局
℡ 0996-86-1111（内線 2211）

　１月 10日は「110 番の日」

　全国の警察では、毎年１月 10 日
を「110 番」の日と定めています。
本年も１月 10 日（水）を「110 番」
の日として 110 番の有効かつ適切
な利用を呼びかけています。
○ 110 番通報は、警察本部の通信
司令室で受理しています。
○ 110 番通報は、警察への緊急手
段です。
　事件・事故等、警察による緊急の
対応を必要とする場合は、迅速な
110 番通報をお願いします。
　緊急の対応を必要としないものに
ついては
○阿久根警察署
℡ 0996-73-0110
○警察相談専用電話

＃ 9110（24 時間、年中無休で警察
本部が対応しています。）
までお願いします。
　このほかに
○女性のための相談
℡ 099-206-7867
○少年の悩み・いじめ相談
℡ 099-282-7867
○悪質商法等の生活経済事犯の相談
℡ 099-258-7940
○暴力団・薬物・けん銃等の相談
℡ 099-255-0110
○運転免許更新等の手続き
阿久根警察署での手続き
℡ 0996-73-0110
県交通安全教育センターでの手続き
℡ 099-266-0111
をご利用ください。
　いたずら電話を受けることによ
り、真に緊急性を必要とする電話の
受理が遅れることがあります。いた
ずら電話は絶対にやめましょう。
平成 19 年「110 番」の日統一標語
◎ 110 番 地域を守る ホットライン
◎知ってますか？警察相談＃ 9110

　小型船舶免許更新・失効講習

　小型船舶免許の有効期限が１年以
内に切れる方および失効している方
を対象に講習を開催します。
○対象
更新：有効期限が平成 19 年２月 13
日～平成 20 年２月 12 日の免許証
失効：平成 19 年２月 12 日以前の
免許証
○当日持参
①海技免状　②住民票（本籍記載の
もの。後日郵送も可）
※住所の記載の無い免状の場合
※記載事項に変更がある場合
③料金
○写真は当日撮影します。

○料金・講習時間
更新：9,000 円　１時間
失効：15,000 円　２時間 20 分
（写真代 500 円を含む）
※できるだけ事前に予約してくださ
い。
※当日は、視力検査も実施します。

【問い合わせ先】
入枝海事事務所
℡ 099-281-7753

　地域創業助成金制度

　地域貢献事業（サービス 10 分野、
または地域重点分野）を行う法人を
設立または個人事業を開業し、65
歳未満の非自発的離職者を１人以上
含む２人以上の常用労働者および
短時間労働被保険者を雇用した場合
に、新規創業に係る経費および労働
者の雇入れについて支援する助成金
です。
○受給できる額
・創業支援金
　設立後６カ月間に支払った経費の
２分の１が支給されます。ただし
１５０万円から５００万円が限度で
す。
・雇入れ奨励金
　創業から１年６カ月以内に雇入れ
た非自発的離職者１人につき３０万
円（短時間労働被保険者は１人につ
き 15 万円）
　ただし、１００人分が限度です。
注：非自発的離職者とは、前職にお
いて雇用保険の一般被保険者として
雇用されていた方で、会社の倒産や
定年など、自らの意思によらずに会
社を離職した方。
○申請期限等
①平成 20 年３月 31 日まで法人等
を新たに設立した事業主が対象
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まちの話題

ンタクロースも飛び入り
ぽんぽこ村とＡＬＴら交流

　長島町福祉作業所「ぽんぽこ村」と中学
生、外国語指導助手（ＡＬＴ）が 12 月 13
日、浜漉にあるぽんぽこ村の施設で交流会を
行いました。この日集ったのはぽんぽこ村の
メンバーや平尾中の生徒、ＡＬＴのカーティ
ス、スペンサーら 15 人。ケーキや料理づく
り、オセロゲームなどを通して交流を深めま
した。
　昼食では、ぽんぽこ村が栽培した春菊、椎
茸、チンゲン菜など豊富な食材に入れた鍋料
理を囲んでのクリスマスパーティーを開きま
した。乾杯前にはサンタクロースが飛び入り
してパーティーを盛り上げていました。
　ぽんぽこ村には、ハンディキャップを持つ
人たちが通所し、認め合い支え合いながら地
域の人々と共に生きることへの実現に向け
て、日々活動を続けています。

海道－沖縄間を往復します
１人で日本縦断歩き旅

　北海道から沖縄までの日本縦断歩き旅をしている青
年が 12 月 19 日、当町を通過していきました。千葉
県出身の石崎啓之さん（35）は、昨年６月 20 日に札
幌を出発して、太平洋側と日本海側をジグザグに４回
横断し、九州は福岡－長崎－天草を通って、フェリー
で諸浦港へ渡り鹿児島入りしました。約30㌔のリュッ
クを背負い、テントに寝泊りしながら１日２～ 30 ㌔
のペースで歩いています。沖縄へ着いたら、さらに折
り返して北海道を目指すそうです。

サ

北

ンテナ10箱の増収
霜害対策ほ場で収穫作業

　長島町農業委員会は 12 月 19 日、ばれいしょの防
霜対策として旧東町農業委員会が設置した実証展示ほ
場で、ばれいしょの収穫と春ばれいしょの作付けを実
施しました。このほ場は霜害の軽減のために防霜ファ
ンを取り付けた約８アールで、昨年５月に収穫したと
きよりコンテナで約１０箱の増収となりました。生産
安定と生産者の所得向上に活用するため、残り２年の
試験期間で、生育や霜害、収量、経済性の調査をして
いきます。

コ

↑鍋を囲んでのパーティーにサンタクロースが登場

↑ばれいしょを収穫する農業委員。増収となった

↓赤崎橋を通りがかり、笑顔を見せる石崎さん
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My

50 人が参加して意見交換
出水地区自治公民館経営研究会

　出水地区自治公民館経営研究会が 12 月７日、長島
町文化ホールで開かれました。同日は、出水地区内の
公民館長ら約 150 人が参加して、公民館の運営や問
題点などについて意見の交換を行いました。この中で、
浜漉の大堂英之館長が環境美化への取り組みや冠婚葬
祭の簡素化など実践している事例を発表しました。

↓浜漉の現状を発表する大堂館長

１

19年３月完成予定
口之福浦コミュニティセンター起工式

　12 月 12 日、口之福浦コミュニティセンター建設工
事の起工式が、建設予定地で行われました。式には川
添健町長をはじめ地元住民、工事関係者が参列。平成
19 年３月までの工事期間中の安全を祈願しました。
　同センターの構造は 113.09 ㎡の木造平屋建てで、
総事業費は 1867 万 5000 円となっています。

Ｈ

↑式で鍬入れをする川添町長

↑「ペッタンコ、ペッ
タンコ」と声を掛けな
がら、力強く餅をつき
ました

←手も顔も真っ白にな
りながらお餅を丸めま
した。「おいしそう」

いさな手に小さな杵抱えて
城川内幼稚園  小学校餅つき大会

　12 月 15 日、城川内幼稚園（島兒康朗園長）
と城川内小学校（同校長）は城川内幼稚園で
餅つき大会とバザーを実施しました。参加し
たのは幼稚園児10人と小学１・２年生26人。
子どもたちは蒸した餅米がお餅に変わってい
く様子を興味深げに眺め、小さな手に小さな
杵を抱えて一生懸命お餅をつきました。バ
ザーにはつきたての餅や保護者らが持ち寄っ
た野菜や子ども服などが出品され、地域住民
へ安値で販売されていました。
　手も顔も真っ白になりながら餅を丸めてい
た大原珠恵ちゃん（５）は「あんこの入った
お餅が好き。ついたり、丸めたりおもしろかっ
た」と満足そうでした。

小
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まちの話題

９チームが熱戦１ 染川杯争奪中学生サッカー大会

西さん 100 歳のお祝い
長生園でお祝いセレモニー

島ＦＣベスト８進出長 ポテトカップ争奪少年サッカー大会

　第 10 回染川杯争奪中学生サッカー大会が 12 月 15
日と 16 日の 2日間、川床コミュニティ運動場と長島
高校グラウンドで 19 チームが参加して開催されまし
た。本町からは平尾中・川床中連合のＦＣ長島が出場。
予選リーグを突破し、決勝リーグまで進出しました。
　今大会を主管した長島町サッカー協会 ( 江口輝文会
長 ) は児童・生徒の健全育成と競技力の向上に貢献し
たとして出水地区教育振興会表彰に輝き、同会場で川
添健町長から表彰状の伝達を受けました。

　養護老人ホーム長生園に入所されている中
西三義さん（平尾中南出身）が１００歳を迎
えられ、12 月 28 日、お祝いセレモニーが行
われました。
　明治 39 年 12 月 28 日生まれの中西さん。
12 月末現在、町内に１００歳以上の方は３
人居られますが、男性は中西さんただ１人と
なっています。
　セレモニーでは、入所者が見守るなか、お
祝いに訪れた川添健町長から町からのお祝い
状と記念品を手渡されると、中西さんは元気
な声でお礼を述べられていました。
　明治、大正、昭和、平成の４つの年号で活
躍してきた中西さんにこれまでの生い立ちを
尋ねると、しっかりとした口調で刻んできた
歴史を語ってくださいました。

　小学生を対象とした第 12 回ポテトカップ争奪少年
サッカー大会が 12 月 23 日と 24 日の２日間、川床コ
ミュニティ運動場で開催されました。今大会には県内
外から 31 チームが参加。当町からも川床・鷹巣の連
合チーム長島ＦＣが出場しました。同チームは Aク
ラス（5・6 年）で予選リーグ 1勝 1 敗と惜しくも決
勝トーナメントへの進出を逃しましたが、Bクラス（4
年生以下）では、予選リーグで２連勝し、ベスト８ま
で進出することができました。

↑長男の幸雄さん立会いのもと、中西さんにお祝い状と記念品が贈られた

↓力強いキックでゴールを狙う

↑激しくボールを奪い合う選手たち

中
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
長
室
に
振
り
子
時
計
が
出
現

関
西
長
島
・
あ
づ
ま
会
か
ら
時
計
寄
贈

末年始の事故防止を図ろう年 交通安全キャンペーン

年寄りに笑顔広がるお 平尾保育園が長生園訪問

町

↑ジャンケンをした
り、くすぐり合ったり
してふれあうお年寄り
と園児たち

←３、４人ずつに分か
れて、それぞれの衣装
で踊りを披露する園児
たち

　関西長島会と関西あづま会から 12 月４日、町へ柱
時計が寄贈されました。この日、関西長島会の武元吉
盛会長と関西あづま会の川畑清勝会長が町長室を訪
れ、川添健町長に届けられました。時計は高さ130㎝、
幅 40 ㎝、奥行き 15 ㎝の大きさで、現在は役場町長
室に設置されています。

　阿久根地区交通安全協会東支部（余宮安之支部長）
は年末年始の交通事故の防止を図ろうと 12 月 21 日、
赤崎橋パーキングパークで交通安全キャンペーンを実
施しました。キャンペーンには、同支部役員のほか東
町漁協、鹿児島相互信用金庫の職員らも参加し、チラ
シやミカンを配りながら安全運転を呼びかけました。

　12 月 22 日、平尾保育園（清原卓英園長）
の園児24人が養護老人ホーム長生園を訪れ、
歌や踊りを披露。入所者との交流を深めまし
た。
　園児たちは初めに、着物やはかま、忍者の
衣装を身につけ、優雅な舞や勇ましい踊りを
元気いっぱい披露しました。続いて、入所者
と園児たちは手を取り合い、「げんこつ山の
たぬきさん」や「お船がぎっちらこ」などの
ゲームで、ジャンケンをしたりくすぐり合っ
たりしてふれあいを楽しんでいました。
　この日のために練習を積んできた園児た
ち。上手に演技する姿や小さな手に触れた入
所者たちは、「かわいいね」と声をかけながら、
にこやかな笑顔を見せていました。

↓町長室に設置された大きなのっぽの時計↓町長室に設置された大きなのっぽの時計

↑赤崎橋付近を通りかかる車両に、安全運転を呼びかける
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同
大
会
は
、
45
歳
以
上
の
社
団
法

人
日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
（
Ｌ

Ｐ
Ｇ
Ａ
＝
樋
口
久
子
会
長
）
会
員
を

対
象
と
し
た
シ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
、

川
な
よ
こ
プ
ロ
が
通
算
６

ア
ン
ダ
ー
で
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
同
時
開
催
さ
れ
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」
は
、
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
60
歳
以
上
の
男
性
ア

マ
チ
ュ
ア
30
人
が
参
加
し
て
、
第
１

日
目
に
プ
ロ
・
ア
マ
混
ざ
っ
て
の
組

み
合
わ
せ
で
ラ
ウ
ン
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
金
田
裕
美
プ
ロ
・

鈴
木
志
保
美
プ
ロ
と
同
組
で
プ
レ
ー

　インターナショナルゴルフリゾート京セラ（さつま町）を舞台に
９月 21 日、22 日の２日間、ＬＰＧＡシニアトーナメント「京セラ
レディースオープンｉｎさつま」第１回大会（パー 74）が開催され
ました。この大会の初日に行われた「チャレンジカップ」で優勝し
た指江の山本太市さん（69）を追いました。

し
、
両
プ
ロ
を
上
回
る
５
ア
ン
ダ
ー
、
69
ス

ト
ロ
ー
ク
で
見
事
優
勝
。
１
ラ
ウ
ン
ド
を
年

齢
以
下
の
ス
コ
ア
で
回
る
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト

も
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
生
ま
れ
の
山
本
さ
ん
は
、
25
歳
ま
で

京
都
で
生
活
し
、
26
歳
か
ら
60
歳
ま
で
大
阪

で
仕
事
に
追
わ
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
長
島
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
き
た
の
は
会
社

を
定
年
退
職
し
た
60
歳
の
と
き
。「（
関
西
地

方
と
は
）
気
温
が
約
４
度
違
う
。
温
暖
な
気

候
は
長
生
き
の
要
素
」
と
身
体
を
気
遣
い
、

新
鮮
な
魚
や
温
泉
が
あ
っ
て
、
東
シ
ナ
海
を

望
め
る
雄
大
な
長
島
に
魅
力
を
感
じ
て
定
住

さ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
の
腕
前
は
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ

山
や ま も と た い ち

本太市さん（指江）

近年のゴルフ歴
平成 16年
日本ミッドシニアゴルフ選手権競技の九州・
沖縄予選で本大会出場権を獲得
日本ミッドシニアゴルフ選手権競技で５位
平成 17年
日本スポーツマスターズ 2005（ゴルフ団体戦）
に鹿児島県代表として出場し、優勝
平成 18年
日本ミッドシニアゴルフ選手権競技の九州・
沖縄予選で本大会出場権を獲得
日本ミッドシニアゴルフ選手権競技で 39 位
京セラレディースオープンｉｎさつま「チャ
レンジカップ」で優勝（エージシュート達成）

と
し
て
認
証
（
現
在
は
ア
マ
チ
ュ
ア
）
さ
れ

た
経
歴
を
持
ち
、
今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ

プ
を
は
じ
め
、
昨
年
開
か
れ
た
日
本
ス
ポ
ー

ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
富
山
大
会（
ゴ
ル
フ
団
体
戦
）

で
優
勝
す
る
な
ど
、
数
々
の
大
会
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
以
外
で
は
、
長
島
に
来
て
か
ら
は

じ
め
た
と
い
う
陶
芸
が
趣
味
で
、
こ
ち
ら
も

鹿
児
島
陶
芸
展
に
２
回
出
品
し
て
２
回
と
も

入
選
す
る
ほ
ど
の
実
力
で
す
。

　
「
健
康
で
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
こ
と
。
陶
芸

で
入
選
す
る
こ
と
」
を
楽
し
み
に
し
て
生
活

い
る
山
本
さ
ん
。「
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
長

島
の
人
と
親
交
を
深
め
た
い
」
と
未
来
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

大会終了後に記念撮影する山本さん（右）と
ＬＰＧＡ樋口会長（中央）、左は和子夫人

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」
で
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
達
成

Personality
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
交
深
め
た
い

60 歳のとき長島へＩターン
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　日本有数のブリ産地である本
町。年の瀬を迎えた 12 月下旬、
ブリ出荷が最盛期を迎えました。
　業者は早朝から沖に出て、ブリ
の血抜きをした後、船で氷締めに
して漁港へ。漁港の荷揚げ場では、
家族総出で箱詰め作業に追われて
いました。
　品質もよく、味が最高な長島町
産のブリは引っ張りだことなり、
大型トラックに積み込まれて関東
や関西など全国各地へ運ばれ、日
本中の食卓で新しい年の幕開けを
祝いました。

味は最高

↑養殖生簀から船に揚げられたブリの血抜きをする業者


